
部局長会議議事要旨 

 

日 時 平成１８年１２月２０日(水) 午後２時５０分～４時４０分 

場 所 事務局３０１会議室 

出 席 者 宮原総長 

鈴木、鷲田、馬越、馬場、仁科、北見、橋本 各理事 

天野(文)、近藤(人)、三成(法)、本多(経)、小谷(理)、遠山(医)、高田(歯)、山元(薬)、

豊田(工)、西田(基)、金崎(言)、髙阪(国)、西尾(情)、近藤(生)、木下(微)、川合(産)、

池田(社)、野城(接)、荻原(医病)、雫石(歯病)、中村(図)、古城(留)、江口(博)、高杉(大)、

下條(サ)、三間(レ)の各部局長 

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 中岡(コ)、小泉（総長補佐）、大和谷（総長補佐）、辻（総長補佐） 

欠 席 者 松川(高)、月原(蛋)、土岐(核) 

代 理 出 席 相本(蛋) 

 

○ 前回議事要旨（案）の確認 

前回（11月15日）の議事要旨（案）について、特に意見等があれば12月22日（金）までに総務

部総務課へ提出の上、確定することとした。（なお、同日までに意見の提出はなく、原案のとおり確

定した。） 

 

議 事 

 

 

１ 総長・理事による平成２０年度概算要求等ヒアリングについて 

平成２０年度概算要求等ヒアリングの日程等について、配付資料に基づき報告があり、ヒヤリン

グ時における留意事項について説明があった。 

 

２ 平成１９年度大阪大学年度計画（案）の作成について 

平成１９年度大阪大学年度計画（案）の作成にあたっての留意事項について説明があり、平成20

年度に実施される中期目標期間の暫定評価において平成 19年度までの中期目標の達成度が重要に

なるので、これを踏まえて作成願いたい旨依頼があった。 

 

３ 教員組織の改正に関する基本的考え方について 

教員組織の改正に関する基本的考え方の最終案について、配付資料に基づき説明があり、原案ど

おり了承された。なお、同案は今月の役員会へ附議する旨説明があった。 
 

 

 



４ ○付教員ポストの取扱いについて 

○付教員ポストの平成 19年度以降の取扱いについて、当面は現状どおりとするが、今後の財務

状況により変更せざるを得ないこともある旨説明があった。 

 

５ 平成18年11月分超過勤務実績について 

平成18年11月分の部局別の超過勤務の実績について、配付資料に基づき報告があった。 

 

６ 英国における大学と都市との連携に関する調査報告について 

英国における大学と都市との連携に関する調査結果について、配付資料に基づき報告があった。 

 

７ 大阪大学個人ＩＤについて 

大阪大学個人ＩＤ導入に係る移行スケジュール等について、配付資料に基づき説明があった。 

 

８ 大阪大学連携型起業家育成施設及び茨木新事業創出型事業施設に関する 

基本合意書の締結について 

大阪大学連携型起業家育成施設「彩都バイオインキュベータ」及び茨木新事業創出型事業施設の

整備、運営を円滑に推進するため、独立行政法人中小企業基盤整備機構と基本合意書を締結する旨

報告があった。 

 

９ 科学研究費補助金に係る不正使用等防止に関する説明会について 

12月5日に学術総合センターにおいて行われた科学研究費に係る不正使用等防止に関する説明会

について、配付資料に基づき報告があった。 

 

１０ 平成17年度達成状況評価について 

平成17年度に係る部局達成状況評価の実施状況等について、配付資料に基づき説明があった。 

 

１１ 中期目標期間の評価（暫定評価）に関する検討状況について 

国立大学協会大学評価委員会から送付のあった中期目標期間の評価（暫定評価）に関する検討状

況について、配付資料に基づき説明があった。 

 

１２ 障害者雇用について 

障害者雇用を促進するための新たな方策について、配付資料に基づき説明があり、併せて法定雇

用率を達成するための協力要請があった。 

 



１３ 教員の改正高年齢者雇用安定法への対応について 

改正高年齢者雇用安定法対応のための教員の再雇用制度の導入に関する検討案について、配付資

料に基づき説明があり、同案に対する部局の意見を聴くためアンケート調査を実施するので協力願

いたい旨依頼があった。 

 

１４ 事務系職員の人員削減について 

事務組織改編等が実施されるまでの事務系職員の人員削減の実施方法について、配付資料に基づ

き説明があった。 

 

１５ 教育研究支援職（教室系技術職員及び教務職員）の人事管理について 

平成19年度以降の教育研究支援職の人員管理方法について、配付資料に基づき説明があった。 

 

１６ 海外拠点の現状について 

海外拠点の現状について、配付資料に基づき報告があった。 

 

１７ アニュアルレポート2005-2006の完成について 

アニュアルレポート2005-2006を刊行し、国内外の教育研究機関等に配付予定である旨の報告が

あり、併せて次号作成への協力依頼があった。 

 

１８ ＥＵインスティテュート（ＥＵＩＪ）関西活動報告及び計画について 

ＥＵインスティテュート（ＥＵＩＪ）関西の活動状況及び今後の計画について、配付資料に基づ

き説明があり、2007年11月に本学で行われる科学技術・国際シンポジウムへの協力依頼があった。 

 

（以上） 

 

 


